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研究成果の概要（和文）：

新潟県の村上（木村家文書）や与板（永井家文書）等の高等小学校生徒の授業筆記の発掘・

解明を基礎・基本に，新潟における明治中期科学教育現場の深い真相を「物理学筆記や化学・

生理学・金石学や試験記録で証拠付ける」新手法で新知見を確証した。日本各地（東北・関東・

中部・北陸・近畿・中国）の貴重な史的文書の新発見を続々と実現し，明治中期の理科・科学

教育の真相，即ち，「法令・教科書選定・検定」を超えた世界最先端の物理・化学他の科学教育

を理科開始後も新展開した「日本に根差した日本型の科学教育の真相・新知見」を解明した。

研究成果の概要（英文）：We found the Students' Science Notebooks (SSN) and examination
results in Middle Meiji Era (MME) at Murakami and Yoita, etc. in Niigata and also in various
regions in Japan. By those SSN, i.e. historically valuable primary documents, we
investigated deep inside of Japanese science education and clarified those real
situations in MME. We studied what and how science were taught by using experimental tools
shown in SSN. We revealed how Japanese teachers developed their own styles of science
education based on Japanese culture and how they cached up to the top level in the worlds
by using hands-on experiments shown in SSN of MME for learning science more actively.
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１．研究開始当初の背景
新潟県の村上（木村家文書）や与板（永井
家文書）に端を発し，小千谷や魚沼地域等で
も，明治中期高等小学校生徒が書いた授業筆
記・試験問題・答案などの価値ある史的文書
を次々と発掘し，その分析研究を開始した。
さらに，静岡・茨城・福島等でも「高等小学
校生徒の理科や物理学，化学，生理学等の授
業筆記・試験問題・試験答案」等を発見し，
史的真相を分析できる素材・条件を入手した。
当時，「群馬師範学校の後藤牧太達の小学

校生徒用物理書が群馬の高等小学校の授業
で，明治 20 年代にも使われた証拠（教科書
の裏書で所有の使用実態が解る）の研究が開
始していた。私たちは，明治中期の高等小学
校生徒による授業筆記・試験問題・解答を，
新潟や日本各地で見出し，これ等の豊富な歴
史的新証拠についての研究を開始する新状
況に至った。明治中期の科学教育研究の新展
開目指す萌芽的挑戦研究計画を急進展でき
る豊かな可能性が確信できた。そうした文書
発掘・解明研究に向け新潟での足場を固め，
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周辺地域へと発展させた。さらに日本各地へ
と展開する展望も得られた。こうした明治中
期の科学教育研究を全国的・網羅的に新展開
して，明治期の新実態を詳細に解明できる新
状況を展望出来る条件が整った。特に，史的
文書を網羅的に検索・探索する文献検索の条
件が少しずつ全国に進展した時代背景・状況
変化が本研究を後押しした。即ち，貴重な史
的文書の発掘を全国的に急展開して貴重な
新文書を発見すべく検索・探索活動を本格化
し，明治中期科学教育の実相研究を推進した。

２．研究の目的
（１）木村家文書（新潟県村上市）」等を基
本的な出発点にして，明治中期「理科」開始
後の「生理，物理，化学」の筆記等が提示す
る「科学」教育が行われた実相を発掘・検討・
検証し，通説を超える新知見を確証する。
（２）世界最高を目指した明治中期の「理
科」・「科学」教育の実相・真相と源流・遺
産・教訓を解明・整理し，その普遍的価値・
今日的な意義等を考究し，現代的に「理科・
科学」教育を再構成する。即ち，科学教育の
歴史から科学教育の未来を読み解き，普遍的
な意義と今日的な価値を有する「理数教育」
として現代的に再構成する。
（３）こうした歴史的検討を基礎に，現代の
科学概念形成を効果的に実現する能動学習
法を展開する観点から，「理数離れ克服・科
学リテラシ-向上・ICT 活用」の飛躍的展開を
生むような，価値ある「理数分野の能動学習
モジュールの歴史的な再構成と新展開」とに
挑戦する。

３．研究の方法
（１）新潟県村上市の「木村家文書」，特に
「物理筆記，化学筆記，生理筆記，理科控
え簿」等を基本的な手掛かりにして，各専
門分担者による分析・検討で明治中期の「理
科」・「科学」教育の実相を解明する。
（２）その詳細な解明のために必要な，そ
の当時の歴史的資料群は何かを明らかにす
る。特に付け加えるべき「明治中期の教育
内容・教え方・生徒と教師の実際・学校や
教育界の実施状況」の「文献・記録・古文
書などの歴史的資料群」を発掘・整理して
（すでに予備的な調査・検討・蓄積をしつ
つある），分担して『明治中期の「理科・
科学」教育の実相とその源流』を実証的に
検証し解明する。
（３）明治の「科学」教育の源流・普遍的
な価値・今日的な意義を究明し（歴史から
科学教育の未来を読み解き），世界最高水準
を目指した遺産・教訓を今日の理数教育を
現代的再構成・再構築に生かして，「理数離
れ克服・科学リテラシ-向上・ICT活用」等
の能動学習モジュールの史的な新展開に挑

戦する。

４．研究成果

新潟県の村上の木村家文書や，与板の高等

小学校生徒の授業筆記の探索・分析・解明を

基礎・基本にして，新潟各地の明治 20～30

年代の，科学教育現場の実態や状況を文書的

な新証拠に基づいてリアルに解き明かすこ

とが，物理学筆記や化学・生理学・金石学や

試験記録などを豊富に発掘・分析して可能に

なった。こうして確証した新知見を確立する

研究を，さらに日本各地（東北・関東・中部・

北陸・近畿・中国）においても新展開した。

そうした全国的な新展開により思わぬ新発

見が相次いだ。その史的に貴重な新文書の分

析・解明から，明治中期の理科・科学教育の

新たな真相が浮き彫りになってきた。

世界最先端の物理・化学他の科学教育の授

業が，理科開始後にも（法令・理科教科書選

定・検定にもかかわらず），日本各地で教育

されたという，驚くべき明治中期(20-30 年

代)の新実態が解明できた。当時の教師・生

徒の授業筆記・試験問題・答案のようなリア

ルな動かぬ新証拠により確証できた。即ち，

「法令・指定教科書」で推定した手法で書か

れた従来型理科教育史を授業筆記・答案等の

動かぬ新証拠で確証した新史実を基に，根本

的に書き改める新潮流を生む研究となった。

明治期は世界的な科学教育の本格化が丁

度進展していた時期でもあったので，当時の

世界最先端レベルの科学教育への果敢な挑

戦が行われていたことを証拠づけることに

なった。即ち，新たに発見した当時の史的文

書・新証拠から，当時の教師・生徒の授業実

態・教科書の使用・活用実態を確証できた。

その研究成果により，理科教育開始後にも，

日本型科学教育の新展開を生んだ豊かな史

実・新知見を確証し解明できた。具体的には，

新潟，静岡，茨城，福島，群馬，埼玉，栃木，

神奈川，等で，「明治 20 年代の高等小学校

生徒の授業筆記」を発掘・分析して，「当時

はどのような科学教育の授業が行われ，どの

ような教科書をどのように活用したか，どの

ような授業内容だったか」，等を解き明かし

た。その結果，明治 19(1986)年の小学校令で

理科が開始された後にも，約 10～20 年前後

まで，「当時の世界の最先端に位置する物理

学・化学・・等の高いレベルの科学教育を目

指した授業が，授業筆記が書かれた各高等小

学校で実施されていたこと」，を検証する特

筆すべき研究成果が得られた。

即ち，「明治中期の小学校令の時代には，

日本人による日本に根ざした科学教育の新



展開と発展に寄与する教育が日本の各地に

育ち始めた」ことを解明することが出来た。

新潟の中川謙二郎・訓蒙化学の方向や，群馬

の後藤牧太達・小学校生徒用物理書等の方向

は，日本人による日本に根差した科学分野の

授業を工夫する教科書を創成する潮流であ

り，「日本の風土・実情に合うような解り易

く噛み砕いた，当時の世界最先端の教育法や

実験(試験)を取り入れた授業内容である」，

という教育実態をリアルに確証・解明した。

当時の世界の最先端の科学教育を目指した
意欲的な教科書・授業内容・教育方法で，理
科・科学の授業が日本各地で花開き実施され
ていたこと実態を，広範な地域で解明した。
「明治初期の科学教育の流れは明治 19年の
小学校令で終焉し，物理・化学等の各分野の
『科学』教育は姿を消して『理科』教育へと
大転換した」と，従来には考えられてきた。
しかし，新潟の村上・与板・小千谷，静岡，
茨城や全国の高等小学校生徒による「理科，
物理学，化学，生理学，金石学等の授業筆記・
試験問題や試験答案」の示す新証拠は，この
科学教育終焉説を書き改めつつある。
当時の世界最先端の実験(試験)を取り入れ
て実施した，小学校生徒用物理書等を使用し
た授業が行われた決定的な事例が，次のよう
に幾つも確証したことは注目に値しよう。
それは「新潟県の与板高等小学校生徒の永
井玄真の明治 25 年の物理学筆記に書かれた
実例，埼玉県の騎西高等小学校生徒の平野政
一郎による明治 20 年代の理科筆記の実例，
埼玉県の高等小学校 3年の藤城時郎による明
治 22 年の物理学筆記実例，さらに，山口師
範学校女生徒の阿曽沼ますの明治 20-21 年の
物理学筆記実例は，いずれも「文と実験図の
細部に至る一致」などで，決定的な新証拠を
見出すことが出来た実例である。明治 33 年
に於いてさえ，埼玉県大里高等小学校 4年松
岡豊吉の年物理学筆記からは，アクティブ・
ラーニング型と見做せる授業 (A．P. Gage の
翻訳)の初事例を発見した。最先端科学教育
の国際的普及・連関を解明する鍵となろう。
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